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本日の説明内容

１ 採用試験の概要と受験者の状況

２ 求める人材

３ 地方公務員と国家公務員

４ 県の仕事と組織

５ ジョブローテーション、人材育成

６ 初任給、勤務条件

７ 県庁職場ガイド

８ SNSによる情報提供
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採用試験の概要と変更点

①Ⅰ種試験（通常募集）【大学卒業程度】
■一般行政職、土木職、農業工学職

受験資格:22歳～29歳（R7年４月１日採用時）

＊R6年度試験から年齢の上限を35歳→29歳に変更

＊30歳～35歳の方は社会人枠で受験が可能

■学校事務職、警察事務職、その他技術職

受験資格:22歳～35歳（Ｒ7年４月１日採用時）

■受付：4/18～5/17 1次試験：6/16 2次試験：７月 合格発表：８月上旬



和歌山県人事委員会事務局 4

採用試験の概要と変更点

②Ⅰ種試験（早期募集枠）【大学卒業程度】＊R6年度試験から新設
■一般行政職、土木職、農業工学職

受験資格：22歳～29歳（Ｒ7年４月１日採用時）

■受付：3/1～21 1次試験：4/3～14 2次試験：5/18、19 合格発表：6/3

＊従来の一般行政職特別枠を統合

*①Ⅰ種通常募集と併願が可能
受付中！
3/21〆切
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採用試験の概要と変更点

③Ⅰ種試験（社会人枠）【大学卒業程度】＊R6年度試験から新設
■一般行政職、土木職、農業工学職

受験資格:30歳～45歳（Ｒ7年４月１日採用時）

■受付：4/18～5/17 1次試験：6/16 2次試験：７月、８月

合格発表：８月下旬

＊従来の就職氷河期世代対象試験、職務経験者ＵＩターン型試験を統合
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採用試験の概要と変更点

④資格免許職等【大学卒業程度】
■資格免許を必要とする職種（例：社会福祉士、保健師、薬剤師等）

■試験はⅠ種と同日実施

＊必要な資格免許により試験程度、受験年齢、試験時期は異なる。



【現行】令和５年度の採用試験（大学卒業程度）

通常募集 特別枠 就職氷河期世代対象
職務経験者対象
ＵＩターン型

募集職種
■一般行政職、警察事務職
■技術職（総合土木職、農学職等）
■資格免許職（社会福祉士、保健師等）

一般行政職 一般行政職 一般行政職・総合土木職

受験資格
（年齢要件）
※R7年４月
１日採用時

■一般行政職、警察事務職 22歳～35歳
■技術職 22歳～35歳
■資格免許職 ～39歳

22歳～35歳 36歳～45歳 ～40歳

試験時期
１次：６月、２次：7・８月

合格発表：８月
１次：４月、２次：５月、３次：６月

合格発表：６月

試験内容

■第１次試験
基礎能力試験（SCOA）・
専門試験・論文試験

■第１次試験
基礎能力試験（SCOA）・
専門試験・論文試験・
アピール論文試験

■第１次試験
基礎能力試験（SCOA）・論文試験

■第２次試験
・一般行政職 面接２回
・一般行政職以外 面接１回

■第２次試験
面接１回

■第２次試験
面接１回

■第３次試験
面接１回

第１次試験会場 和歌山市・田辺市 和歌山市

合格決定方法
総合得点方式

（１次、２次（３次）試験の点数を合計した総合得点で最終合格者を決定）
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【変更後】令和６年度からの採用試験（大学卒業程度）

通常募集 早期募集枠 社会人枠

募集職種
■一般行政職、学校事務職、警察事務職
■技術職（土木職、農業工学職、農学職等）
■資格免許職（社会福祉士、保健師等）

一般行政職・土木職・農業工学職 一般行政職・土木職・農業工学職

受験資格
（年齢要件）

※R7年４月
１日採用時

■一般行政職・土木職・農業工学職 22歳～29歳
■学校事務職・警察事務職 22歳～35歳
■その他技術職 22歳～35歳
■資格免許職 ～39歳

22歳～29歳 30歳～45歳

試験時期
１次：６月、２次：７月、

合格発表：８月
１次：４月、２次：５月、

合格発表：６月
１次：６月、２次：７月・８月

合格発表：８月

試験内容

■第１次試験
基礎能力試験（SCOA）・
専門試験・論文試験

■第１次試験
基礎能力試験（SCOA）

※専門試験なし

■第１次試験
基礎能力試験（SCOA）・
論文試験
※専門試験なし

■第２次試験
・一般行政職 面接２回
・一般行政職以外 面接１回

■第２次試験
面接２回・論文試験
※一般行政職はうち１回が自己ＰＲ面接
※土木職・農業工学職はうち１回が専門

性面接

■第２次試験
面接２回

※一般行政職はうち１回が自己ＰＲ面接

※土木職・農業工学職はうち１回が専門性
面接

第１次試験会場 和歌山市・田辺市・東京都 全国（テストセンター方式） 和歌山市・田辺市・東京都

合格決定方法
リセット方式

（最終合格決定は、筆記試験（基礎能力試験、専門試験）の成績を合計せず、面接試験及び論文試験の成績のみで決定）
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[参考]Ⅰ種・資格免許職募集状況(令和５年度)

Ⅰ種 資格免許職

技
術
系
職
種

試験区分 採用予定人員

一般行政職 通常枠 70人程度

特別枠 5人程度

警察事務職 3人程度

情報職 2人程度

総合土木職
※令和６年度より土木職と農

業工学職に分けて実施

20人程度

建築職 4人程度

電気職 3人程度

化学職 1人程度

農学職 11人程度

林学職 7人程度

水産職 2人程度

試験区分 採用予定人員

社会福祉士 14人程度

心理職員A 5人程度

心理職員B 1人程度

精神保健福祉士 2人程度

獣医師 7人程度

薬剤師 3人程度

保健師 7人程度

船舶職員 3人程度

令 和 ５ 年 度

令和６年度の募集職種・採用予定人員は４月
１２日から配布の「試験案内」で公表予定で
す。（ホームページにも掲載）

事
務
系
職
種
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【通常募集】試験の内容（令和５年度）

第1次試験
①基礎能力試験（SCOA）(択一式120題、60分) 

一般知識・時事、文章読解能力、基礎英語、論理的思考能力、数的能力

②専門試験（択一式、120分）

<事務系職種>4科目（「法律」「経済」「総合A」「総合B」）から選択

<総合土木職>45題中25題を必須解答、残り20題中15題を選択解答

<その他の職種>40題必須解答

③適性検査（全職種）

職務遂行のため必要な性格検査 ＊面接の参考資料

④論文試験（1200字程度。90分 全職種）＊採点は第２次試験で実施

当日出題された課題について自身の意見をまとめる

第2次試験

個別面接 （全職種）

複数の面接員で実施する受験者毎の人物試験

＊一般行政職のみ２回実施

10
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【通常募集】専門試験（一般行政職・学校事務職・警察事務職）の内容

一般行政職・学校事務職・警察事務職の専門試験（問題数は令和5年度）

４科目の問題から受験申込時に選択（平成29年度までは40題必須解答のみ）

■法律（４０題全問必須解答）

憲法(5)、行政法(12)、民法(12)、刑法(3)、労働法(3)、経済学・財政学(5)

■経済（４０題全問必須解答）

経済原論(18)、財政学(4)、経済史(4)、統計学(2)、経済事情(4)、経済政策(3)、

憲法・行政法・民法(5)

■総合Ａ（６０題から４０題選択解答）

政治学(2)、行政学(2)、憲法(4)、行政法(5)、民法(4)、刑法(2)、労働法(2)、

経済学(11)、財政学(3)、社会政策(3)、国際関係(2)、

教育学(5)、社会福祉概論(5)、社会学概論(5)、心理学概論(5)←文系

■総合B（６０題から４０題選択解答）

政治学(2)、行政学(2)、憲法(4)、行政法(5)、民法(4)、刑法(2)、労働法(2)、

経済学(11)、財政学(3)、社会政策(3)、国際関係(2)、数学・物理・化学(20) ←理系

11
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【早期募集枠】試験の内容

第1次試験（テストセンター方式）
①基礎能力試験（SCOA）（択一式120題、60分）

一般知識・時事、文章読解能力、基礎英語、論理的思考能力、数的能力

②適性検査（全職種）

職務遂行のため必要な性格検査 ＊面接の参考資料

＊専門試験がないため、特別な公務員試験対策が不要

第2次試験

①論文試験（1200字程度。90分）

当日出題された課題について自身の意見をまとめる

②個別面接 （2回）

複数の面接員で実施する受験者毎の人物試験

〇一般行政職

＊２回目は、自己紹介書の自己ＰＲに基づく３分程度のプレゼンテーションあり

〇土木職、農業工学職

＊１回目は、専門性確認シートに基づき、専門的知識及び能力についての個別面接
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【社会人枠】試験の内容

第1次試験
①基礎能力試験（SCOA）（択一式120題、60分）

一般知識・時事、文章読解能力、基礎英語、論理的思考能力、数的能力

②適性検査（全職種）

職務遂行のため必要な性格検査 ＊面接の参考資料

＊専門試験がないため、特別な公務員試験対策が不要

第2次試験

①論文試験（1200字程度。90分）

当日出題された課題について自身の意見をまとめる

②個別面接 （2回）

複数の面接員で実施する受験者毎の人物試験

〇一般行政職

＊２回目は、自己紹介書の自己ＰＲに基づく３分程度のプレゼンテーションあり

〇土木職、農業工学職

＊１回目は、専門性確認シートに基づき、専門的知識及び能力についての個別面接
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合格決定方法

・総合得点方式（令和5年度まで）

１次、２次（３次）試験の点数を合計した総合得点で
最終合格者を決定

・リセット方式（令和6年度～）

最終合格決定は、筆記試験（基礎能力試験、専門試
験）の成績を合計せず、面接試験及び論文試験の成績
のみで決定

＊より面接試験を重視
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合格から採用まで

・最終合格者数は、合格発表後に本人が採用を辞退

した場合などを考慮して、職種によっては採用予

定人員より多く決定する場合があります。

その場合は、最終合格しても採用されない場合が

あります。

最終
合格

採用候補者
名簿登載

名簿の
提示

任命権者
による
説明会

採用

和歌山県人事委員会事務局
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H30年度 R元年度 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度

一般行政 5.9 4.3 3.8 3.9 3.6 3.2

警察事務 8.5 5.0 4.3 2.5 3.2 5.0

総合土木 2.1 1.3 1.2 1.4 1.3 1.1

農 学 3.4 3.0 2.4 2.6 2.5 2.1

0.0
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9.0

倍
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（
倍
）

競争率の推移（Ⅰ種） ※ 競争率＝受験者÷合格者
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女性合格者数の推移（Ⅰ種一般行政職）

H30年度 R元年度 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度

女性合格者数 32 41 37 35 34 37

男性合格者数 35 38 55 42 35 38

女性割合 47.8 51.9 40.2 45.4 48.6 49.3
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※受験者に占める
女性の割合
R5年度は37.1％

合格者に占める
女性の割合



求める人材

• 県民の幸せのために、

自ら考え、主体的に行動できる人

• 高い倫理観をもち、着実に職務を遂行できる人

• 時代の流れを的確に捉え、社会の変化に柔軟に
対応し、挑戦し続ける人

和歌山県人事委員会事務局 18



国家公務員
 法律の制定等による国家政策の企画・立案、外交、防衛 など
 １つの省庁に入れば基本的にはその省庁内を異動し、１つの分野を
突き詰める。

地方公務員（都道府県）
 基幹道路、河川、治山、企業誘致など、市町村の区域を超える事務（広域的
事務）を担う。

 県全体で統一すべき施策や、地域の特性を生かした施策 など
 商工業、観光、農林水産業の振興、国際交流、義務教育、社会福祉の水準維
持、警察の業務 等

地方公務員（市町村）
 地域住民の行政窓口。市町村の区域内で最も地域住民の暮らしに密着した業
務を担う。

 戸籍住民登録、消防、ごみ、上・下水道、公園や緑地の整備、保健福祉、文
化・スポーツ活動推進、子育て支援 等

地方公務員と国家公務員

和歌山県人事委員会事務局 19



知事室 広報、意見聴取、重要施策の調整・進行管理等

総務部 予算編成、県税徴収、財産管理、市町村助言、人事管理、情報化推進等

危機管理部 災害対策、危機管理の総合調整等

企画部 総合的な企画、統計、国際交流、文化芸術振興、スポーツ振興等

地域振興部 地域振興、観光振興、観光交流等

環境生活部 環境保全、消費者施策、食の安全、ＮＰＯ推進等

共生社会推進部 こども施策、男女共同参画、人権施策等

福祉保健部 障害者・高齢者の福祉、保健・医療施策等

商工労働部 商工業振興、成長産業誘致、労働施策等

農林水産部 農林水産業振興に係る指導、研究、支援、販路開拓等

県土整備部 道路、河川、港湾、公園、下水道等の基盤整備や維持管理等

会計局 県の収入・支出及び物品の調達等

知事

副知事

部

局

課 室

和歌山県の仕事と組織（１）

和歌山県人事委員会事務局 20

令和6年4月1日予定



県議会事務局 県議会の運営、調査研究等

監査委員事務局 県の財務に係る事務や事業の執行状況の監査等

人事委員会事務局 職員・警察官の採用試験や給与の調査研究、不服申立の審査等

労働委員会事務局 不当労働行為の救済申立ての審査や労使間の争議の調整等

教育委員会事務局 教育の充実、文化財の保護、教員採用等

警察本部 県民の生命・身体・財産保護と、安全や社会正義の実現等

和歌山県の職員数 14,887名（R5年4月1日）
一般行政部門 3,516（対前年度 +2）
教育部門 8,629（ ▲56）
警察部門 2,527（ +5）

病院等 215（ ▲3）

和歌山県の仕事と組織（２）

和歌山県人事委員会事務局 21
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県の仕事と組織（出先機関等）

《左記以外の機関》

東京事務所、環境衛生研究センター、動物愛

護センター、消費生活センター、ジェンダー平等

推進センター、中央児童相談所、ＤＶ相談支

援センター、障害児者サポートセンター、精神保

健福祉センター、こころの医療センター、県立高

等看護学院、なぎ看護学校、

難病・こども保健相談支援センター、公営競技

事務所、工業技術センター、和歌山産業技術

専門学院、田辺産業技術専門学院、

農業試験場、果樹試験場、かき・もも研究所、

うめ研究所、暖地園芸センター、畜産試験場、

養鶏研究所、林業試験場、水産試験場、

農林大学校、就農支援センター、紀北家畜保

健衛生所、紀南家畜保健衛生所、和歌山下

津港湾事務所、土砂災害啓発センター、

県内高等学校等、警察本部・県内警察署県庁と県内７つの振興局

和歌山県人事委員会事務局 22
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ジョブローテーション(人事異動）

■一般行政職（Ⅰ種）の場合

本庁（２年）→出先機関（３年）

→平均3～５年サイクルで様々な分野を経験

（この間、希望者を省庁・大学院等へ派遣）

■その他の職種

職種の特性に応じて、ジョブローテーションする

■昇任と人事評価

主事・技師→副主査→主査→主任→班長→

副課長→課長→局長→部長（副課長以上が管理職）

※ 昇任は、人事評価等を踏まえ、能力・実績主義

主事
22歳

副主査
30歳

主査
35歳

班長
45歳

課長
53歳

部長
58歳

※大卒一般行政職の参考モデル

和歌山県人事委員会事務局 23



将来を見据えた若手職員の派遣研修（人材育成）に力を入れています！

省 庁
内閣官房(2)、内閣府(2)、こども家庭庁、デジタル庁、総務省(2)、財務省(2)、
文化庁、厚生労働省、農林水産省(3)、経済産業省(3)、中小企業庁、
国土交通省(2)

海 外
外務省（駐英日本大使館）、自治体国際化協会（ロンドン、シドニー）、
国際観光振興機構（シドニー）、タイ工業省（タイ）、中国山東省政府

民 間 等

2025年日本国際博覧会協会(7)、地方公共団体情報システム機構《J-LIS》、
海洋研究開発機構《JAMSTEC》、新エネルギー･産業技術総合開発機構
《NEDO》(2)、みずほリサーチ＆テクロノジーズ（株）、住友林業（株）、
（株）紀陽銀行、スペースワン（株）、JETRO和歌山事務所、（株）花王、
関西広域連合(5)、関西観光本部

大 学 等
東京大学大学院、東京大学先端研、和歌山大学大学院、滋賀大学大学院、
政策研究大学院大学、事業構想大学院大学、自治大学校

研修派遣先

令和5年度派遣先

その他にも、関西広域連合や県内市町村など様々な派遣先があります
和歌山県人事委員会事務局 24



和歌山県人事委員会事務局

初任給

＊給与月額は令和５年４月１日採用者の額（地域手当5%を含む。）

＊この他、期末・勤勉手当（4.5か月）、扶養手当、住居手当、通勤手当等

支給。

■Ⅰ種

大学新卒

一般行政、警察事務、総合土木、
建築、電気

212,520円

化学、農学、林学、水産
本庁・振興局 212,520円

試験研究機関 231,945円

薬剤師・獣医師
本庁 228,690円

保健所 236,775円

保健師
本庁 212,520円

保健所 244,440円

■Ⅲ種（高校新卒）179,445円
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和歌山県人事委員会事務局

勤務条件等

■勤務時間【週休２日制】

原則として９：００～１７：４５

■休暇等

・年次有給休暇（年２０日）

・夏季休暇（５日）、結婚休暇、病気休暇

・産前産後休暇、育児休業、育児部分休業、介護休暇

・育児短時間勤務制度、早出遅出勤務制度 等

■福利厚生

・地方公務員共済組合（療養の給付、年金）

・健康診断・人間ドック・健康相談

・職員住宅

・住宅資金等の貸付制度
26



○ 県庁職場ガイド
若手の県職員との懇談や職場の見学等を通して、 県庁の仕事や魅力を
知り疑問に答える（所要時間：１時間３０分～２時間）
随時受付。申込は「和歌山県職場ガイド」検索

○ わかやまインターン
県庁や民間企業の職場で実際に働きながら仕事を学び、自身のキャリア
について考える。5日間。申込は「わかやま就職ガイド」検索

【夏期】 実 施 日：８月～９月（５日間）
申込期間：5月中旬～6月下旬

【冬期】 実 施 日：2月～3月（１日間）
申込期間：11月中旬～1月上旬
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和歌山県人事委員会事務局

ＳＮＳによる情報提供

■ 公式X（旧：Twitter）「和歌山県職員採用情報」

・ アカウント名 @wakayama_saiyou

・人事委員会事務局ＨＰにもリンクあり

■ 公式Facebook

・Facebook内で「和歌山県人事委員会事務局」で検索！

・人事委員会事務局ＨＰにもリンクあり

■ 公式instagram

・instagram内で「recruit_wakayama」で検索！

～試験案内の配布開始や受付開始、

説明会の開催情報などをタイムリーにお届け～
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